
サンデンにおける

生物多様性への取り組み
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斉藤 好弘

2002年 サンデンフォレスト・赤城事業所は「環境と産業の矛盾なき共存」というコンセプトのもとに開設

10年たった今年、その継続的な活動が評価され、グッドデザイン賞に選ばれました

千葉県
企業と生物多様性セミナー
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２．サンデンの環境活動

３．サンデンフォレストでの取り組み

①開発（近自然工法）

②測定（環境モニタリング）

③ＮＰＯ／広域連携

④視察受入（工場＋自然体験）

４．他拠点での取り組み



サンデングループ概要

連結売上

2,748
億円

5%

65%

30%

社 名 サンデン株式会社

創 立 1943年

資本金 110億円

本 社 群馬県伊勢崎市

従業員 14,000名（連結）

拠 点 23ケ国54拠点 自動車機器

エコ・住環境
システム・他

流通システム

国別売上比

日本38%

欧州33%

16%
アジア・中国

米州
13%

国別社員比

日本31%

アジア35%

中国 18%

欧州
10%

米州
6%

H２５年実績



●自動車機器
ｶｰｴｱｺﾝｼｽﾃﾑ及びｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

●ｴｺ・住環境ｼｽﾃﾑ

ｴｺｷｭｰﾄ
換気空調ｼｽﾃﾑ

ｶｰｴｱｺﾝ用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
世界第２位（シェア25％）
欧州第１位（シェア45％）

ロードヒーティングシステム

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ・ｽｸﾛｰﾙ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
・外部制御ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ・長寿命固定容量ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
・熱交換器（PTCﾋｰﾀｰ､ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ､ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ、等）

・HVACﾕﾆｯﾄ

薄型貯湯ﾀﾝｸ
ﾀｲﾌﾟ ｴｺｷｭｰﾄ

通信、ﾈｯﾄﾜｰｸ機器

●電子機器

ｷｬｯｼｭﾚｽ ｶｰﾄﾞ ｼｽﾃﾑ機器（EDY）
無線通信ﾓﾃﾞﾑ
RFID機器
（ﾘｰﾀﾞｰ/ﾗｲﾀｰ、ｱﾝﾃﾅ）

暖める

冷やす
Core Technology軽量､ｺﾝﾊﾟｸﾄ、高性能な

軽自動車用HVAC

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ交換で、
CDMA、PHS、FOMA
各通信方式に対応できる
無線通信ﾓﾃﾞﾑ「Modeｒno」

Edyｶｰﾄ用
ﾘｰﾀﾞｰ/ﾗｲﾀｰ

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ用
冷凍・冷蔵ｼｮｰｹｰｽ
世界第1位、国内第3位

●流通ｼｽﾃﾑ
飲料自動販売機、冷蔵冷凍ｼｮｰｹｰｽ

飲料自動販売機
世界第1位（25％ ）
国内第3位

事業紹介



赤城事業所

本社

台湾工場

自動車機器生産拠点

自販機生産拠点

店舗生産拠点

販売拠点

North America Europe Japan

サルティーリョ工場
メキシコ（SMX）

RSG

SIE/VDU
VDE RGW

RIM

ROG

RIO VDS

SOA

ROD

八斗島事業所

Asia/China

ROU
UAE

ICI
ムンバイ

TSA

重慶

SRT

SIS
イラン

RCQ

SJI
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

フィリピン ATP

SAP
ICP

ｼﾞｮﾎｰﾙ

シンガポール SIS

インド工場

SPK
パキスタン SVL/PVL

ニューデリー
SIA

SVA

SMX

SVE

ワイリー工場（SIA） ﾀﾝﾃﾆｱｯｸ工場(ﾌﾗﾝｽ） ｶｻｰﾚ工場（ｲﾀﾘｱ）ダラス工場（SVA）

VDF
ROF

SME

VDB

SIT
PET

中国 天津 TSA

ICT

SAM

SSA/RSH

中国 上海 SSA・SSB・SSR タイ SIT・STC

STC

SIS
SIM

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
マレーシア工場

ポーランド工場

SMP

『よりお客様の近くで』をコンセプトに、世界４極体制（２３カ国・５４拠点）で製品を供給しています

グローバル拠点



1990 1995 2000 2005 2010 2014

● 1990 地球にやさしい企業でありたい宣言

● 2000Ｇ-ＳＤＣ環境活動の基本
『あらゆるムダの徹底排除』発信

● 1991’職場の紙、ゴミの削減活動展開

● 1994社長メッセージ 地球を救え

● 2009経営方針発表
環境をコアにして次の成長を果す

米国EPA賞1996 ★
（ｵｿﾞﾝ層保護省）

● 1993環境憲章制定

ＩＳＯ1400(国内)取得開始 199７ ●
ＩＳＯ1400(海外)取得開始 1998 ●

「赤城事業所」稼動 2002 ★

サンデンフォレスト、グッドデザイン賞受賞 2012 ★
ＣＯＰ１１（インド） 参画

緑化功労内閣総理大臣受賞 2013 ★

ＭＦＣＡ日本品質革新賞受賞 2013 ★

環境活動の歴史
ＣＯＰ１２（韓国）参画 2014 ★●サンデン

みどりの日制定



環境への取り組みの原点

エクセレントカンパニーを目指して

「地球にやさしい企業でありたい」

1990年 社内報で特集

景気拡大の中で地球規模の

環境問題が発生。

全社挙げての環境保全への

取り組みをスタートした。

1993年 環境憲章制定



サンデン環境憲章

1993年制定、9７年改定



経営方針

２００９年制定（２０１３年追記）



サンデンの環境活動

ＳＤＣ‘ｓ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｔｏ ｔｈｅ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ｔｈｒｏｕｇｈ ・・・

全てをサンデンフォレスト
とともに発信する

サンデングループの
全ての環境活動の
中心に位置する

技術開発

「製品開発」と「モノづくり」

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ａｃｔｉｏｎ

「サンデン環境マインド」を持った社員

・新製品開発
・効率（開発/実験）
・省エネ製品
・軽量化/小型化
・ＭＦＣＡ
・からくり改善
・ＴＰＭ活動 ・・・

製品環境価値

社会貢献

Ｓｏｃｉａｌ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ

・在庫／不良
・物流／倉庫
・会議／出張／残業・・・

あらゆるムダの徹底排除

環境と産業の共存
生物多様性推進
環境教育の実践

地域連携活動推進



第7回（09年12月）より全社挙げて受験開始
現時点で約1,700人超の規模

サンデンで40％、グループ会社では25％がエコピープル

エコピープル（ｅｃｏ検定合格者）推移



エコ検定の推奨



参加国：約１６０カ国 参加者：約３０００名

Twelfth meeting of the Conference of the Parties 

to the Convention on Biological Diversity ( COP 12 )

Seventh meeting of the Parties to the Cartagena Protocol on Biosafety ( COP-MOP 7 )

First meeting of the Parties to the Nagoya Protocol on Access and Benefit Sharing ( COP-MOP 1 )

29 September – 17 October 2014  Pyengchang, Republic of Korea 

“Challenges and Activities for Biodiversity ”
Neo-Natural Construction Method ( Development )

Environment Survey ( Measurement )    

Session theme ：
“Sharing knowledge about biodiversity and economics 

for involvement and innovation”

CEPA Fair Side Events ： UNDB Day   
主催：生物多様性の１０年日本委員会 等

CEPA : Communication, Education and Public Awareness

“Wide-Range Cooperation and 

Environmental Education ”
NPO/wide-range cooperation ( Utilization )

Inspection & Training ( Plant tour & Nature Experience )    

国際会議への参画

http://www.cbdcop12.kr/eng
http://www.cbdcop12.kr/eng


サンデンフォレスト外部評価

『環境と産業の矛盾無き共存を実現』
・・・ 企業の自然保護活動の好事例 ・・・

「生物多様性保護の好事例」
としてＯＥＣＤのＨＰに掲載

2011年6月

グッドデザインアワード
２０１２受賞

◆カテゴリー

産業領域のための空間・建築・施設

緑化推進功労者

内閣総理大臣表彰
2013年4月



緑化推進功労者表彰

緑化推進功労者

内閣総理大臣表彰
●2013.4.26

天皇陛下ご臨席の中、憲政記念会館で
授賞式とレセプション開催。

●背景となる授賞履歴
工場立地法にもとづく緑地の形成と
社会的な活用ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄが評価

・2003 日本緑化センター会長省
・2005 緑化関東経済産業局長賞
・2008 緑化経済産業大臣賞

２０１４年４月

“サンデン みどりの日”制定



「サンデン みどりの日」の制定



生物多様性方針

２０１４年４月制定

基本的考え方

サンデングループは、事業活動が及ぼす生態系への影響
を認識し、「環境と産業の矛盾なき共存」を目指した活動を
展開し、持続可能な社会の実現に貢献する。

取り組み

1. 人と自然が共存する事業活動を推進する
2. 生態系に配慮した資源を積極的に利用する
3. 地域と連携・協力しグローバルな視点で活動する
4. 自然の恵みを学ぶ環境教育活動を展開する
5. 行動の成果を広くステークホルダーに発信する



ｻﾝﾃﾞﾝﾌｫﾚｽﾄ・赤城事業所

生物多様性への取り組み
（環境と産業の矛盾なき共存）



赤城山 １）赤城山南麓
（国道３５３号沿い、標高４８０ｍ）

２）伊勢崎市三和工業団地
（北関東道：伊勢崎ＩＣ隣接）

・２０万坪×５万円／坪＝１００億円
・全面自由なレイアウト

二つの候補地

・５万坪×２０万円／坪＝１００億円
（３万坪＋２万坪）

・工場立地法の制約（緑地２５％）

どちらの土地に価値があるか？



◆造成前のサンデンフォレスト

・廃業した鶏舎の廃屋

・放置された桑畑

・未整備の森林・・・・・

◆C・W ニコルに視察/評価
“この森は、木の畑。
人間の手を加えて直したほ
うがいい。開発全てが自然
破壊ではない。”



ＳａｎｄｅｎＦｏｒｅｓｔ
面 積 64ha
工場用地 32ha
自然環境 32ha （+6ｈａ）
標 高 480m

所在地 群馬県前橋市粕川町中之沢
（2002.4稼働）



サンデンフォレスト・赤城事業所
『環境と産業の矛盾無き共存を実現』

・・・２１世紀企業のあり方・・・



サンデンフォレスト開発ビジョン



①近自然工法(開発)

②環境モニタリング調査(測定)

③NPO/広域連携(活用)
・森づくり(環境保護)
・人づくり(環境学習)

④視察受入(工場+自然体験)

特 徴



近自然工法

作家/ナチュラリスト

Ｃ.Ｗ.ニコル 氏
西日本科学技術研究所 代表

福留 脩文 氏

●環境保全と産業発展を矛盾無く共存させる
（工場と生物多様性が共存した場所）



近自然工法

◆1970年代にスイス・ドイツで誕生

◆水際や林縁部に生物の生息環境を再生

◆分断された自然環境を結ぶ

◆日本の気候風土にあわせた伝統的な
石積み技術を採用

あとは自然の力に任せて再生させる
（水、大気、土壌の基盤だけをつくる）



宅地の境界は、植林されたゆるやかな法面とした

・曲線化を重視し、自然の地形を再現させた
・生き物の生息域と、その連続性を確保した
・植林は、郷土種（潜在植生）のみを行った

近自然工法



防災用の調整池をビオトープ化した

・池、湿地、草地、森へのエコトーン（推移帯）を構成させた
・敷地外へ流出する水質を最終管理する

近自然工法



近自然工法

コンクリートダムは、蔦などを這わせて、生き物の
移動・生息空間とした



近自然工法

ダム脇や急峻な斜面は、日本の石積み工法を採用

・土佐の崩れ積み（４００年の歴史的技術）
・多孔質な空間に生物の生息域が生まれる



①近自然工法(開発)

②環境モニタリング調査(測定)

③NPO/広域連携(活用)
・森づくり(環境保護)
・人づくり(環境学習)

④視察受入(工場+自然体験)

特 徴



環境調査 狙い

◆造成前（1998）の自然環境を把握する

◆造成後の、自然環境復元の推移を
具体的・定量的に把握する
（2002～2011 3年ごとに）

◆データにもとづき適切な管理を実施する

日本の里山の象徴種（キンランやホタルなど）

の復元を目指す（指標）



環境調査 対象

◆植物相の定点調査
・推移/変化の有無
・貴重種の存続状況
・ビオトープの効果 他

◆動物相の調査
・推移/変化の有無
・貴重種の存続状況
・ビオトープの効果
・ホタル等象徴種の確認状況

◆維持管理方法の検証



環境調査

1998 2002 2005 2008 2011

チョウ類 38 21 31 33 38

トンボ 12 11 19 20 26

爬・両生類 10 7 6 10 10

鳥類 64 38 46 53 49

哺乳類 7 7 8 7 8
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造成



1998 2002 2005 2008 2011

残地森林 360 317 347 391 431

ビオトープ 0 102 94 154 261

0
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植物の推移

環境調査



環境調査
名 称 群馬県ＲＤＬ 環境省ＲＤＬ

哺乳類 テン 準絶滅危惧 -

イタチ 注目 -

鳥類 オオタカ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ハイタカ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

両生類 ニホンアカガエル 絶滅危惧Ⅱ類 -

ツチガエル 注目 -

魚類 メダカ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類

昆虫類 （トンボ）ムカシヤンマ 絶滅危惧Ⅱ類 -

ヤブキリ 絶滅危惧Ⅱ類 -

クギヌキハサミムシ 絶滅危惧Ⅱ類 -

ニイニイゼミ 注目 -

ヤマトタマムシ 絶滅危惧Ⅱ類 -

ゲンジボタル 絶滅危惧Ⅱ類 -

ヘイケボタル 準絶滅危惧 -

チャイロホソヒラタカミキリ 準絶滅危惧 -

シロスジカミキリ 準絶滅危惧 -

（蜂）ベッコウバチ 絶滅危惧Ⅱ類 -

（蝶）ムラサキシジミ 準絶滅危惧 -

（蝶）オオムラサキ 準絶滅危惧 準絶滅危惧



科 種
調 査 年

群馬県ＲＤＬ 環境省ＲＤＬ
1998 2002 2005 2008 2011

※環境調査にて報告されたもの

サクラソウ サクラソウ - ○ - - - 絶滅危惧Ⅰ 準絶滅危惧

イネ ウシクサ - - - - ○ 絶滅危惧Ⅰ -

ラン エビネ ○ ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ 準絶滅危惧

キンラン ○ ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ 絶滅危惧Ⅱ

サイハイラン - ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧 -

シユンラン ○ ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧 -

ユリ ノカンゾウ ○ ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ -

※上記以外で自然観察会にて発見されたもの

ラン ギンラン ○ - - ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ -

キキョウ キキョウ - - - ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ 絶滅危惧Ⅱ

ミツガシワ アサザ - - - ○ ○ 絶滅種 絶滅危惧Ⅱ

スイレン コオホネ - - - - ○ 希少種 -

環境調査



①近自然工法(開発)

②環境モニタリング調査(測定)

③NPO/広域連携(活用)
・森づくり(環境保護)
・人づくり(環境学習)

④視察受入(工場+自然体験)

特 徴



広域連携推進体制と特徴

NPO法人あかぎくらぶ

ｸﾘｰﾝ･ｸﾞﾘｰﾝ･ｴｺﾈｯﾄﾜｰｸ

NPO法人赤城自然塾

NPO法人あかぎ元気会議

生態系調査（3年毎）

生態系
保全

（生物多様性）

社会的
活用

（社会貢献）

環境学習、小中学校の社会科学習

広域連携

森の管理（≒林業） ⇒ Ｑ・Ｃ・Ｄ

ＣＯ2吸収量（毎年）

自主アセス
モノサシ

サンデン㈱
総務本部

環境推進本部
赤城事業所 NPO法人ぐんま森林インストラクター会

みどりのｲﾝﾀｰﾌﾟﾘｰﾀｰ協会

NPO法人群馬自然保護連盟

体験の機会の場認定(環境省・前橋市)

群馬県認定

サンデン
ファシリティ㈱
ＥＣＯＳ事業部

50校以上

50団体

140団体

業務委託

Environmental
Coordination
Operations
Staff
（ＣＷニコル氏 命名）

提携

提携

提携

独自活動

参加

提携(一財)アファンの森財団

広域連携



あかぎくらぶ

環境大臣表彰「地域環境保全功労者」表彰を受賞
（２０１２年6月）

【表彰理由】
サンデンフォレストを活用した野外教育活動の継続的な実

施、森林保全でのボランティア活動などが高く評価された。

理事長の天田淸之助さんと頂いた表彰状 子ども樹木博士の様子



連携活動 （ＮＰＯ）

周辺施設・個人など110団体の連携活動

１）NPO あかぎくらぶ設立（2003.6）

２）赤城山周辺の団体･個人･企業約100団体
⇒赤城ｸﾘｰﾝｸﾞﾘｰﾝｴｺﾈｯﾄﾜｰｸ設立（2005.7）

３）NPO 赤城自然塾（環境学習中心）設立 （2010.12）



連携活動 （ＮＰＯ）
ＮＰＯ赤城自然塾の事業⇒ＦＡＣＥプロジェクト

連携

Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ

森（生物多様性）の場づくり
Ｆｉｅｌｄ

環境教育指導者の育成
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ

都市部（東京）との交流
Ａｐｐｒｏａｃｈ

110団体の事務局をサンデンフォレスト内に設置して
広域での環境連携活動を行う要（中心）としている



連携活動 （あかぎくらぶ）

【環境教育・活動】

上左：日本野鳥の会指導による
野鳥観察会

上右：上州水辺学会指導による
Ｅボート（水辺から自然観察）

下左：群馬星の会指導による
天体観察会
（弊社牛久保会長も参加）



震災復興支援イベント

2011.3の大震災で避難している
子供たちを招いて、２泊３日の
体験活動を実施（３回）

ボーイスカウトキャンポリー

ボーイスカウトやガールスカウトの
夏のキャンプを毎年開催
（関東平野の夜景を見ながら）

連携活動 （あかぎくらぶ）



【サンデン社員の森づくりＰｊ】

毎年、新入社員の研修として
森づくりの体験を実施

（森林組合や森づくりＮＰＯの指導）

連携活動 （ＮＰＯ）



事務局
サンデンフォレスト「森の教室」に設置し
行政・企業・ＮＰＯ・大学との協働の
要（中心）的役割を推進

指導者育成
赤城山ガイドボランティア要請講座など
指導者やインタープリターの要請講座を
積極的に推進

連携活動 （ＮＰＯ）



畜産版５Ｓ活動
整理・整頓・清掃・清潔・躾の５Ｓノウハウを
地域の畜産業に展開

●地域の課題を一緒に解決

都市との交流事業
エコツーリズムにより、東京の市民と群馬の
市民との共同での森づくり

●新しいツーリズムのあり方を発信

連携活動 （ＮＰＯ）



CO2吸収量認定制度
■ 京都議定書を受けた県レベルの行動

・H24年（２０１２年）までに、１４００００ｈａの森林整備 ⇒ 現在 ８７％の進捗。

・群馬県地球温暖化防止条例（Ｈ２２年４月～）

⇒ 第３５条 「森林の保全及び整備等」（努力規程）

・「企業参加の森林づくり事業」（Ｈ１７年～）

⇒現在、２６団体参加。（公有林対象）

活動が「頭打ち」の状態
（資金面・敷地 等）

「森林整備によるＣＯ２吸収量認定制度」

三者協定を締結
（群馬県・ｻﾝﾃﾞﾝ・ｻﾝﾃﾞﾝﾌｧｼﾘﾃｨｰ）

Ｈ２２年 活性化施策

（１）温暖化防止対策の一環とした、森林の保全・整備の推進

（２）企業・自治体・団体などの森林づくり活動の拡大

連携活動 （行政）



１、森林整備活動の成果や貢献度を数値化
（ＣＯ２吸収量の見える化）。

２、整備活動を、県条例に基づく温室効果ガス
削減対策への充当

メ リ ッ ト

１、目 的

自然環境の保全で相互
連携し、ＣＯ２を吸収する
健全な森林の育成や保全
を通じて、持続可能な活力
ある産業との共存を具現化
し、地球温暖化防止に貢
献する。

２、活動場所

ｻﾝﾃﾞﾝﾌｫﾚｽﾄ ： ３７ｈａ

連携活動 （行政）



2010年

群馬県からＣＯ2認定
（立木 537ｔ-ＣＯ２）

2012年～実施

土壌のＣＯ2固定量調査
（管理とＣＯ2との関係）

連携活動 （ＮＰＯ）



連携活動 （行政）

前橋市との連携
環境教育等促進法 「体験の機会の場の認定」

平成26年8月12日 上毛新聞

前橋市長より認定書を授与



①近自然工法(開発)

②環境モニタリング調査(測定)

③NPO/広域連携(活用)
・森づくり(環境保護)
・人づくり(環境学習)

④視察受入(工場+自然体験)

特 徴



連携活動 （行政）

みどり市立笠懸小学校教諭の青柳寿美江さん

長期社会体験研修の先生受入れ
竣工以来、毎年群馬県教育委員会から長期社会体験研修で小・中・
高校の先生を継続して受入れ。

◆教育機関受入れ時のフォレスト説明や工場案内などの研修
◆国蝶のオオムラサキや天蚕やホタルの飼育観察、
◆自然体験の教材の製作と、環境教育のアドバイス



温泉

ＤＵＮＣＯＹＡ

物流加工センター

赤城事業所

コンプレッサー
部品工場

群馬用水

リサイクル
センター

学習施設

★

★

★

★

★

★：絶滅危惧種等の保護地区

ホタル
群生地

★

自然公園

移植エリア

ソーラー
パネル

定格出力
300ｋｗ

大林沼
水鳥の宝庫

天蚕・オオムラサキ施設
蚕の原種育成

森の教室

ＳＦ管理事務所
ＮＰＯ事務局
自然塾事務局

幼虫時代を
過ごすエノキ

社員の森/室沢交流の森
フォレストを愛する会
森林整備事業

西ビオトープ周辺
近自然工法

ホタル生息域

自然活動エリア
コナラ

ヤマザクラ
エゴノキ

オオムラサキの樹

東ビオトープ周辺
近自然工法

木漏れ日
の森
雨水利用
果樹保全



工場で学び
自動販売機のできるまで

森で遊び・学ぶ
サンデンフォレストの自然体験活動

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ヤ
ギ

森の教室でサンデンのことを学ぶ 森を歩いて自然のことを学ぶ 身近な自動販売機のしくみを学ぶ

自動販売機のできるまでを学ぶ 体験する

感動する

自動販売機の歴史や文化を学ぶ

工場見学案内



子供達の受入実績

震災の
影響



サンデングループ

生物多様性への取り組み
（環境と産業の矛盾なき共存）



海外現地法人での活動

SME（フランス）

SMEでは、2013年9月よりグリーン プラント プロジェクトを発足し活動しています。
この活動は、エネルギー、水、生物多様性等の環境問題に対するものです。5年先を見据

えての継続的な活動であり、SMEの環境への方針を基に取り組んでいます。
今回は、生物多様性への取組みとして、大雨等で倒れた木の幹や丸太、板等を使って森

に住む様々な生物の繁殖をサポートする住処を作りました。

グリーン プラント プロジェクト



海外現地法人での活動

ＳＶＥ（イタリア）

Ｇｒｅｅｎ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ Ｐｒｏｊｅｃｔ

SVEの社員が地元の小学校とプロジェクトを組み、社会的・倫理的・持続可能な行動に
ついて学ぶことを目的として、「エネルギーの削減」「環境の尊重」をキーワードにゲーム形
式で授業を実施していきます。



海外現地法人での活動

ＳＩＭ（マレーシア）

「ハイビスカス賞」受賞

「ハイビスカス賞」 The Prime Minister’s Hibiscus Award
1996年創設、1998年から首相表彰となった。優れた環境改善活動

を行っている企業に贈られる国家環境賞。ＳＩＭは、環境に対する顕著な
功績により、2007年に受賞。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Malaysia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Malaysia.svg


海外現地法人での活動

ＳＶＬ（インド）

World Environment Day-2014

6月5日(木)、World Environmental Day(WED)をPVLにて開催しました。
このイベントは昔から開催されており、毎年6月5日に自然環境保護を目的に開催してい

ます。ディレクターより可能な限りの植樹と周辺地域の環境に配慮した会社活動を行って
いくといった話があり、25本の木を工場敷地内に植樹しました。
World Environment Day開催にあたりポスターやスローガンの募集がありますが、社員は

毎年熱心に意見を出し合っています。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_India.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_India.svg


地域清掃活動への参加

ポーランド

赤城山清掃

ＳＩＴ（台湾）

東京（大江戸清掃隊）

北海道支社

本社
イタリア



今後の展開

●ＥＳＤの推進
⇒ＳＦオリジナルな環境学習Ｐｇ策定と発信

●地域活性化に向けて
⇒認定エコツーリズム推進協議会（立ち上げ）

●ＣＯ2吸収固定促進を狙い
⇒土壌中ＣＯ2と森林品質との相関関係の研究

●生物多様性促進に向けて
⇒ＮＰＯ連携による環境調査の自前化・広域化

（2013～野生動物調査開始）



ご利用方法

・学校の社会体験活動
・地域や団体の視察
・企業や大学の研修
・NPOとの協働
・環境イベント利用など

視察・研修については
Webでご確認の上
お申込み願います
(全て個別にアレンジします)



Thank you


